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本 種 は 単に 原種 の キリ シマ ミド リ シ ジ ミ の 一 亜 種 で あり な が ら , 棲息 地 
が 本邦 南端 の 屋久 島 と いう 遠隔 地 で ある こと , 発生 個体 数 が 少な いこ と , 
棲息 樹林 の 規模 が 広大 な こと, 一 年 を 通じ て の 気候 が 不良 で ある こと な ど 
の 悪 条 件 の た め , ヤク シマ ミド リ シ ジ ミ と いう 別 な 和 名 まで 与え られ 従来 
より 稀 種 と し て 扱わ れ て きた . 

倖 に も 筆者 ちら は 1957 年 末 に 同島 を 訪れ る 機会 を も ち , 降雪 中 と いう 悪 条 
件 下 に も か か わら ず 比 較 的 多数 の 卵 を 得る こと が で きた の で , 一 応 の 生活 
史 を と こい に 発表 し キリ シマ ミド リ の 亜 種 の 裏付け と し た い . 

と の 文 を 記す に あたっ て は 福田 晴夫 氏 , 仙波 春樹 氏 , 武田 博 旬 氏 の 御 教 
示 , 現地 の 佐々 彰 氏 の 御 援助 , 堀 勝 氏 の 食 草 御 同定 , と いろ いろ 御 協力 を 
いた だ いた . と と を 厚く 御礼 を 申 上 げた い . 

1) 食 草 及び 卵 (Food & Egg) 

棲息 地 の 状態 は 原種 の 各 産 地 の そ れ と は 全く スケ ー ル が 異な り , 幹 の 直 
径 1m を 超え る 大 木 が 大 部 分 で 採 罰 は 不可 能 に 近い . 

筆者 ら が 確か め 得 た 食 草 は ウラ ジロ ガ ジ シ (Quercus stenophylla MAKINO) 及 び 了 アラ カシ (Quercus glauca THUNB.) 
で , その 大 部 分 は 前 者 た 産卵 され , 後者 アラ カジ に は わずか 一 例 を 認め た に すぎ な い . 従来 か ら 推 定 さ れ て い 
る アカ ガ シ は 棲息 地 附 近 に は 全く 認め られ な か っ た . 前 2 種 の 他 に まだ 食 草 が ある よう で ある が , カジ シ 類 は 個体 
変異 が 着 し い の で 確実 な 同定 が 必要 で ある . 

産 付 さ れる 位置 は 食 樹 の 休眠 藍 の 基部 も し く は その 近辺 
で ある . た だ , ウラ ジロ ガ シ ジ の よう な 小さ な 休眠 革 に は , 
原種 に み ら れ る よう な 数 卵 を まとめ て 産 付 する と いう 例 は 
認め て いな い . 

卵 は 灰白色 で , 形状 は 原種 の それ と 差異 は な い が , マイ 
クロ メー ター だ よる 3 例 の 測定 結果 は 本 亜 種 の ほう が 少し 
大 きく 直径 0.88 一 0.89mm (原種 は 0.81 一 9.83 mm), 高き 
0.48-0.49mm で ある . た だ 注目 すべ き は , 原種 の それ よ 
り 直 径 が 大 きい に も か か わら ず 鱗 化 時 の 幼虫 の 卵 の くい や 
ぶり か た が 小さ い 点 と , 原種 の 棲息 地 が 一 般 に 暖地 で 冬期 
降雪 する と と が 少な い の に くら べ て 本 亜 種 で は は る か に 南 
方 に あり な が ら 冬 期 の 3 ケ月 ほど は 全く 雪 に 接 わ れる 点 の 2 点 で ある . 

II) 幼 下 (Larva 

同じ 条件 下 で は 原種 より も 本 亜 種 の ほう が 角 化 が や や 早く 行わ れる . 初 令 幼 中 は 原種 の それ と 全く 同じ で あ 
る . 3 令 幼 虫 中 期 ま で は 地 色 が 黄 緑 色 , 気 門 は 茶褐色 , 同色 破線 の 気 門 上 線 , 背 線 を も ち 原 種 と 同じ で ある が , 
や や 原種 の それ より 顕著 で ある 点 , 3 令 中 期 に すでに 基底 部 附近 桃色 を 現 わ す 点 は 差異 と いえ ば 云え ん な いこ と と 
は な い . し か し , 本 種 幼虫 は 個体 差 が ひど い の で 実際 に は 区 別 は 困難 で ある . 
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終 令 中 期 以降 の 地 人 色 は 美しい 肉 人 色 で , 胸部 
第 1 節 背面 中 央 部 に 三角 形状 の 淡 緑 色 の 紋 を 
も ち , 背 線 は 暗 赤 色 , 亜 背部 に ハハ 形 の 黄 赤 人 色 
の 8 対 の 線 条 を も ち , 側面 に も 弱く 同様 の 斑 
紋 を も つ . 体 表 全体 に 先端 の ゆる く と が っ た 
透明 の 粗 毛 を 有 し , 気 門 は 白色 , 頭 部 は 小豆 
各 で 単眼 は 黒色 で ある . 

初 令 幼 虫 期 7 一 9 日 休眠 期 15 一 2 日 

2 令 幼 虫 期 8 一 10 日 休眠 期 1.5H 

3 令 幼 虫 期 9 一 10 日 休眠 期 15 一 2 日 

終 令 幼 虫 期 810 日 休眠 期 5 一 2 日 

前 由 期 3.5 一 4 日 

EE 本 亜 種 の 前 虹 か ら 次 化す る まで の 期日 は 原 
SR 種 の それ より も 2 割 程度 も 長い . 大 阪 に お け 
る 解 化 か ら 遇 化 まで の 期間 は 平均 45 日 で ある . 

III) 貴一 羽化 (Pupa~Emergence) 

由 の 形状 は 幼虫 と 同じ く 個 体 差 が 強く , 原種 と の 差異 は 明らか で な い が , 総体 的 に みて 本 亜 種 の 虹 に は 頭 部 前 
面 両側 の 眼 部 に は さま れ た 表面 の 部 分 の 黒色 紋 が 顕著 で 三角 状 を 星 す る が , 原種 で は 小 点 も し くけ は 一 婦 字 状 の 小 
き な も の が 多い . 体長 は 本 亜 種 が や や 小さ く , 体 巾 も 原種 が や や 大 きい よう で ある . 

次 の 地 色 は 赤 味 の ある 淡 褐 色 で , 胸部 の 背面 は 大 きく 隆起 し , その 際 を は さん で 1 対 の 黒点 が あり , その 附近 
より 黒色 の 太い 背 線 が 腹部 末端 まで 走る . 気 門 は 黒色 , 胸部 と 眼 部 と の 背面 の 境界 は 黒色 環 で 区 別 き れ , 前 凌 部 
背面 は 個体 に よっ て 著しく 黒 化し た も の が ある . 胸部 腹面 は 不透明 で 三脚 , 触角 , ロ 只 が 区 別 さ れ , 腹部 は や や 
赤 味 を 持ち , 第 5 腹 節 で 発声 する . 

全長 134 ~13.7 mm. 
胸部 隆起 部 の 高き 
4.8 一 4.9 mm 
腹部 第 3 第 附近 の 体 貼 
5.6—5.7 mm 
胸部 体 山 51 一 5.2 mm 

映 は 羽化 の 約 8 HH 前 より その 敏 候 
を みせ , 購 化 後 29 一 31H, 里 化 後 74 
76 日 と いう , と の 属 の うち で 最も 
長い 期間 を 経過 し , 羽化 する . 
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Summary 


Chrysozephyrus kirishimaensis yakushimaensis YAZAKI (1923) is one of the most rare butterflies in 
Japan and its life history had been unknown, because it inhabits only Yaku-Island, south of Kyushu. 
We had an oprortunity to take some eggs of this butterfies last winter and breed them in Osaka. 

Unexpectedly the food plants are not Quercus acuta THUNB. as of subsp. kirishimaensis but Quercus 
stenophylla MAKINO and Q. glauca THUNE. The egg is laid separately on the joint of the bud. The 


larva and pupa are very similar to subsp. kirishimaensis. 
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